


２．事故位置図
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３．事故状況
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５．原因と今後の対策（案）

【原因】
①刃と地面の接触を軽減させるため、刈払機にジズライザー（写真-①）を取り付け、作業を行なっていたが、何らかの理由により、
刃と地面が接触し石等が飛散したと思われる。

②飛散防止ネットを使用し、作業を行なっていたが、破れや穴がみられており、その穴から飛散したと思われる。
③作業時に飛散方向を確認したが、本線反対側であったので大丈夫だろうという安易な気持ちがあった。

【今後の対策】
①本線作業時は、刈払機を使用しない。作業はバリカン式トリマーを使用する。
また、側道沿い作業では交通量を確認し、現場に応じてバリカン式トリマーと刈払機を併用で使用して作業を行なう。

②現在、飛散防止ネットを順次ターポスクリーン（写真－②）に変更しているが、作業時は張替えが完了しているものを使用する。
また作業開始前には破れ等の確認を行ない、損傷のあるネットは補修して作業を行なう。

③バリカン式トリマーを使用する際も飛散防止ネットを使用する。

（写真－①）

ターポスクリーン（♯2039）

（写真－②）
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